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合併により大きくなった高崎市ですが、地域によって保護者のかかわる組織や活動に大きな違

いがあるようです。 

そこで、夏休み前に情報委員の方々に協力をいただいて、各学校、各地域の様子についてアン

ケート調査を行いました。今回はその中から、「おやじの会」についてと、「携帯メールなどを利用し

た連絡網」について取り上げて見ました。 

 

「おやじの会」について  

各学校のＰＴＡの活動で、必ず「父親の参加」と言うのが話題に上ります。本部役員に「いかに父

親を引っ張り出すか」など、それぞれの学校で役員選出や、行事参加へ色々ご苦労されている様

子をよく聞きます。 そんな中で「父親クラブ」、「おやじの会」、「○○会」など父親たちの活動組織

もあるようです。今回、アンケートで各学校、各地域でどんな活動をしているのか探って見ました。 

 

  Ｑ１．おやじの会（父親だけで組織した会）はありますか？ 

     ４７校の回答をいただきました、内訳は以下の通りとなります。 

① ある（ＰＴＡ組織として・ＰＴＡ組織外として）    １２校 

② ない                           ３４校 

③ 組織はないがイベントをやっている    １校 
 

  Ｑ2．どんな活動をしていますか？ 

・ ＰＴＡ組織としては、学校田の支援、運動会の駐車場整備、夏休み前通学路点検。 

ＰＴＡ組織外としては、学校田の支援、バザーの際、模擬店の運営等。(寺尾小) 
・ ＰＴＡバザーでの模擬店、地区納涼祭への参加、オオムラサキハウス（ビオトー

プ）の維持管理協力、夏休みきもだめし大会主催、親子参加行事を主催。（南八

幡小） 
・ 環境整備、地域行事の準備・開催協力、バザーでの催し物（城南小） 
・ 親と子が一緒にイベントに取り組む「おや．子んず」（佐野小） 
・ しめ縄作り、映画会、もちつき大会（浜尻小） 
・ 新人歓迎バーベキュー、近隣校対抗ソフトバレー、親子キャンプ、塚沢小ふれあ

い祭り、川のクリーンアップ作戦、もちつき、星を見る会（塚沢小） 
・ 地域の川の清掃、ＰＴＡ行事の共催、キャンプ、スキーツアー（北小） 
・ バザーの手伝い、マスのつかみ取り、運動会の準備と親睦会（新町第一小） 
・ 歴代のＰＴＡ会長、育成会会長、次期会長などがバザーの手伝い（六郷小） 



「携帯メールなどを利用した連絡網」について  

７月には並榎郵便局への強盗事件が発生しました、ちょうど下校時間帯にぶつかり各学

校とも緊張が走りました。このような緊急事態にいかに迅速に対応するかが各学校で、単

Ｐで思い悩むことではないでしょうか。また、緊急連絡網に限らず普段使われている連絡

網の運用においても色々ご苦労されていると聞きます。学校によっては携帯電話のメール

機能を利用した一斉メール配信で情報伝達をスムーズに行っているところもあるようです。 
一方メール配信について心配なことがあると考えている方もいらっしゃいました。 
この件についてアンケートの中からご意見を載せて見ました。 
また、このことについては 10月 4日の研修委員会の研修会でも話し合う予定だそうです。 
  メール連絡網がある学校での実際の活用の様子と感想 

・ 事件、不審者情報、学校連絡など、校長先生より送信しています。 

・ 学校としては緊急時のみ、本部役員は会議等の連絡に活用。 

・ 子どもを安全に守る会に登録している人へ不審者、事故等の情報をすぐに流す。 

・ 不審者や事件発生の情報が迅速に伝わるため、保護者がスムーズに対応でき学校に

対する信頼度が増し連帯感が生まれる。 

  現在はないが、メール連絡網への期待 

・ 口頭で伝えるより、文章、文字で伝えるほうが確実だと思います。 

・ 不審者情報の発信等で活用できるとよい。 

・ 連絡網が伝言ゲームのようになって、なかなか正確に最後まで伝わらない。働いている

人が多く留守の家庭が多いので最後まで伝えるのが大変。メールだと正確に早く伝わ

ると思います。 

  メール連絡網への警戒心、悩みなど 

・ メールについては必ずしも全員が出来るとは限らないので不公平感をもたれない工夫

も必要ではないか。 

・ 維持管理にかかるハード、ソフトの費用の問題、人の問題。 

・ 会員向けに発する連絡事項のスムーズな伝達に期待する半面、伝える情報について

は間違いの無いように人的なチェック機能が必要と思われる。 

・ また、携帯を持っていない、アドレスを教えたくないなどの理由から、必ずしも全員が参

加できないことも考えられる、不参加の人たちへの配慮も必要と思う。 

・ 個人情報の保護に関すること、伝える情報について誰が管理するのかについても配慮

が必要だと思う。 

   

以上のように、メール配信のメリット、デメリットや、悩みが見えてきました。今後の取り組みの参考

にしてみてください。 

なお高崎市では来年度全校での緊急メール配信実施に向けて現在検討されているそうです。 


